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 統合校の通学区域は、もみじ台地域全体を東西に分ける案とし、 

 統合後は、新たな校区の中心部に位置する、現在の「みずほ小」、「もみじ

台西小」の校舎をそれぞれ活用する案に決まりました。 

 
■ 決定した統合再編案 ■ 

 

発行 もみじ台地域小規模校検討委員会

 もみじ台地域小規模校検討委員会では、もみじ台地域の小学校の学校規模適正化を進め

るための諸課題について具体的な方策を検討しています。 
 今回は、第６回（５月 14 日）及び第７回（6 月 24 日）検討委員会での検討につい

てお知らせいたします。 
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小規模校検討委員会では、平成２３年４月の統合を目指して検討を続けていきます。
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■児童数、学級数の均衡がとれることから、長期的に一定の学校規模（最

低限クラス替えを行える規模）を保てる見込みがあること。 

■統合位置を現みずほ小、現もみじ台西小にすると、それぞれの学校が

新たな校区のほぼ中心に位置していることから、全体的に通学距離が

短くなること。 

 

■ 統合再編案決定までの検討経緯 ■ 
 

◆準備会（H20.6.30）、第１回検討委員会（H20.7.24） 

委員長等の選任や検討の方向性などを決定しました。そこでは、子どもたちのために

迅速な検討作業を行うこと等も話し合われました。 

◆第２回検討委員会（H20.9.25） 

現在の小学校区を組み合わせた統合パターンについて検討した結果、どのような組み

合わせでも統合後の学級数や通学距離の面で課題があることがわかったため、現在の校

区にとらわれずに、もみじ台地域４校の校区全体を南北あるいは東西に分けるパターン

について検討を行うことを決定しました。 

 

既存校区の
組み合わせによる
統合パターン

既存校区の
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統合パターン
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◆第３回検討委員会（H20.11.19） 

南北及び東西パターンについて検討を行い

ました。これらのパターンは、いずれも統合

後にはクラス替えが可能な学校規模が見込ま

れるほか、中心部に位置する学校を統合位置

とすると通学距離は２ｋｍ以内に収まること

から、第２回検討委員会で検討したパターン

よりも適当であるという意見が数多く出され

ました。 

◆第４回検討委員会（H21.1.14） 

南北及び東西パターンについて、通学距離

や児童数の均衡などを考慮して、検討を行っ

た結果、統合再編のパターンを東西パターン

とすることを決定しました。なお、校区の細

かな線引きは、更に検討を行うこととしまし

た。 

◆第５回検討委員会（H21.2.19） 

東西パターンをもとに、校区の細かな線引きを検討しました。その結果、東西パター

ンのうち右上図のような線引きが適当である、との意見が大勢を占めたものの異なる意

見もあったことから、第６回検討委員会で更に検討を行うこととしました。 

◆第６回（H21.5.14）、第７回検討委員会（H21.6.24） 

地域から出された意見も踏まえ、更に校区の線引きについて検討を行いました。 

その結果、第５回で検討した地域全体を東西に分ける再編案が、児童数や学級数、通

学距離等の観点から最も妥当だとの結論に至りました。 

また、統合再編後の小学校区と従来からの中学校区が一致しないため、小学校から中学

校進学時に多数の児童と別れて進学することとなるごく少数の児童が存在する場合には、

教育委員会で、必要な配慮を行えるよう方策を検討するこ

ととしました。 

さらに、今後のスケジュールについても検討し、学校名

については、統合再編案について地域の理解が得られたの

ち、１０月以降に検討を行うこととしました。 

■ 南北パターン ■ 

■ 東西パターン ■ 
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■これまでの検討経過を踏まえ、あくまでも児童のことを第一に考えると、児童数や通

学距離等の観点から、東西パターンとすることが最も妥当ではないか。 

■統合時に友だちと別れたくないという気持ちはあると思うが、新しい友だちとの出会

いもある。出会いや別れは良い経験だと思う。 

■中学校で人間関係が変化することは、教育的に決して悪いことではない。ただ、中学

進学時に、数名の児童のみが多くの友人たちと別れてしまうような場合には、何らか

の配慮が必要ではないか。 

■学校名については、統合再編案について地域に説明し、納得していただいた上で、検

討をすすめたほうが良い。 

 

 

 

第８回以降の検討委員会では、統合校への各種要望等について検討を行います。 

その後、検討委員会では、平成２３年４月の統合を目指し、９月頃までには、統合再

編案などの検討してきた内容を取りまとめ、意見書として教育委員会に提出する予定で

す。 

なお、校名については、１０月以降に具体的な検討を行い、これも検討内容を取りま

とめたうえで、教育委員会に意見書として提出する予定です。 

 

今年度より、委員の交代がありました（敬称略）。 

  （新）大 松 克 行 （もみじ台小学校 校 長） （旧）山 内 邦 夫 

 
■もみじ台地域小規模校検討委員会事務局 
 札幌市教育委員会 生涯学習部計画課（配置計画担当） 
 〒060-0002 札幌市中央区北２条西２丁目 ＳＴＶ北２条ビル５F 
 T E L 011-211-3836 ／ FAX 011-211-3837 
 E-Mail haichikeikaku@city.sapporo.jp 
※検討委員会ニュースは、札幌市教育委員会ホームページにも掲載しています。 

 http://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/tekisei/shokibo_kentou.html 

もみじ台地域小規模校検討委員会では、もみじ台地域の皆様からのご意見をお待ち

しております。ご意見については、メール、FAX等で事務局宛にお送りください。
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